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「誰「誰一人取り残さない」やさしさとぬくもりのある地域社会、まちづくりをめざして、地域の人々とつなが

り、人権を尊重し合える事業を進めています。人権を大切にする気持ち、自分自身を大切にする気持ち、

人々とのつながりを大切にする気持ちを育むために、さまざまな研修や講座、学習支援、相談者に寄り添

った各種相談事業をおこなっていきます。多くの町民の皆さんの、ご支援、ご参加をお願いします。 
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中学生の学習支援を通して生きるための力を育む事業 

・開講日： 原則毎週木曜日  １９時～２０時３０分 

・場 所 ： 三宅町交流まちづくりセンター MiiMo 

・対象者： 式下中学校在校生及び三宅町在住中学生 

 

 ９月に入り、かいほう塾も２学期が始まります。 

中学生のみなさんも夏休みの最後の夏期講習には、元気な顔を見せてくれました。２学期の日程は下記の

とおりです。スタッフは夏休み前に会議を開き、１学期の反省点や今後の課題を話し合いました。参加する

生徒一人一人の現況を把握しながら、それぞれに合った学習材料の提供をしていこうと考え、学習ドリルも

自分に合ったものを選べるように準備します。また、昨年度から実施している交流会についても、１０月２２

日（火）に予定しています。 

 かいほう塾はいつでも参加できます。気軽に一度見に来てください 

 

<かいほう塾の日程> 

         ９月５日（木）・１２日（木）・１９日（木）・２６日（木）       

１０月３日（木）・１０日（木）・３１日（木） 

        １１月７日（木）・１４日（木）・２１日（木） 

        １２月５日（木）・１２日（木）・１９日（木）  

NPO 法人なら人権情報センターは、「誰一人取り残さない」やさしさとぬくもりのある地域社会、まち

づくりをめざして、地域の人々とつながり、人権を尊重し合える事業を進めています。人権を大切に
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   ２０２４年度の人権講座が７月１８日、三宅町交流まちづくりセンターMiiMoで始まり

ました。猛暑の中にもかかわらず、住民、町職員、各種団体会員あわせて３５名の参

加がありました。 

   はじめに、講座主催者を代表して教育委員会事務局教育

総務課課長増田翔さんが「人権が尊重される町づくりのために、身近な人権問

題について学習する機会を設けている。１１月まで 5回開催するが、みなさんに

とって人権について考える機会となることを期待する」と挨拶を行いました。 

 特定非営利活動法人なら人権情報センター古川友則理事長は「この人権講座

を学びの主体として受けていただければ幸い」と挨拶しました。 

 

初回は「ウトロで生きる、ウトロで出会う～差別と分断を乗り越えた力～」と題してウトロ平和祈念館 

金秀煥（キムスファン）副館長からお話をうかがいました。金さんは在日朝鮮人３世で、幼少期から民族教

育を受け、２０１０年から地区の生活支援センターに勤務されています。 

 

 祈念館は京都・宇治市の在日朝鮮人が多く住むウトロ地区にある民設民営施設。精力的に取り組みを行

い、年々来館者が増えています。また地元の学校と人権研修プログラムを共同して行っています。参加した

学生たちは現地に足を運び、住んでいる人たちから話を聞き、大きな学びを得ています。祈念館は出会い

とつながりが作られる場所になっています。 

 

戦争と植民地支配を背景に生まれたウトロの歴史は、戦後も差別と貧困の連

続でした。上下水道をはじめとする生活インフラが長い間整備されず、劣悪な衛

生環境を強いられてきました。１９８９年には土地の所有者から地区からの立ち

退きを要求されましたが、住民は日本人支援者とともに裁判闘争を行います。 

２０００年代に入ると国連社会権規約委員会がウトロ問題に対する是正勧告を

行い、韓国社会を巻き込む支援が起こりました。その結果、新しい街づくりと平和祈念館建設へとすすんで

いきました。 

 

２０２１年８月３０日、ウトロで住民の声を訴えた看板が保管されていた、倉庫が燃やされ、民家にも類焼

する放火事件が起こります。在日の人たちに会ったことも話したこともない人が憎悪・嫌悪を持ってこのよう

なことを起こしたという“ヘイトクライム”の恐ろしさ。自分が今不遇なことに対して自己責任を求められる社

会を回避するには、「悪い奴らがいる」とマイノリティを叩くのが正義だと思

っている。だれが被害者になるかもしれないし、どんな加害者が出てくるか

もしれないといった社会でウトロの役割は大きいと思っていると金さんは話

されました。 

最後に「『分断』に苦しんだ在日一世たちは差別と歴史問題を乗り越え、

ウトロで多くの人に出会う経験を通して豊かになった。あきらめずにつなが

っていく限り、前に進める、希望を持ってほしいというのが私たちの思いです」としめくくりました。 

第 １ 回 

人権学習講座 



 

 

 

 

 

映画「戦雲（いくさふむ）」上映奈良県実行委員会が「戦雲」の上映会を行い、鑑賞し

てきました。 

「国防」を謳い、棄民亡国へ突き進む人々へ、島々から平和への切なる祈りを込め

て 

この映画は２０１５年から８年をかけて沖縄・南西諸島をめぐって取材を続けてきた映

像作家・ジャーナリストの三上智恵さんによる渾身の最新レポートです。 

 

映画の舞台は九州の南方海上につらなる南西諸島、与那国島、宮古島、石垣島、

沖縄本島です。美しい海と世界的にも貴重な自然が魅力的な場所です。 

 

これらの地域は現在自衛隊ミサイル部隊の配備、

弾薬庫の増設、基地の地下化、そして全島民避難

計画など島の様子が一変されつつあります。 

 

 映画の中では漁に出る老齢の男性や牛を飼い生計を立てる男性、祭りを楽

しむ島の老若男女の人たちが登場します。そして日常生活を営みながら島の将来

を考え、大きな力に抗い、対話の言葉を探そうとしている人たちの立ち上がる姿が映し出されていました。 

 

 ２時間超えの映画でしたが、あっという間だったような気がしました。終

了後、南西諸島で起きている現在進行形の現実に「こんなことが起こって

いるとは知らなかった」と話す声があちらこちらから聞こえてきました。 

 

何が正しいか、何をすればいいのかを決めるのは人それぞれ。ただ、そ

こに暮らす人たちが自分らしく生きる権利を奪うことは誰であっても許され

ないのではないかと思います。 
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映画紹介 

 

 

 

一字だけ違う漢字があります。 

  （答えは次のページの下です。） 
ちょっと 

一休み 



 

 

 

 

今回は故事成語についてお話します。故事成語は中国の「史書」などの歴史書の中の

ことがらから引用された言葉です。日本のことわざのようなものです。一度は聞いたこと

があると思うのは「四面楚歌」・「矛盾」・「覆水盆に返らず」など多々あります。中国春秋

戦国時代－秦の始皇帝-項羽と劉邦。そして諸葛孔明が活躍する三国志。その時代の

ことが含蓄ある言葉として現在でも使われています。今、映画で話題の「キングダム」は、

この春秋戦国時代を終わらせ中国を統一した秦の王「政（せい）」と将軍李信の物語の

ようです。 

私ごとですが、「かんぺき」という漢字を「完壁」とずっと思って書いて

いました。万里の長城のような「完全な壁」と。しかし間違っていて「完

璧」で、「土」ではなく「玉」なのです。「完璧」も故事成語で、春秋時代、

小国・趙の王は「和氏の璧」という大変珍しい石（写真）を持っていて、大

国・秦の王はそれを奪おうと１５の城と交換しようともちかけました。だま

されたと気づいた趙の使者は、機転をきかし柱に自分の頭ごと石をぶつ

け割ってしまうと、秦の王に迫りました。そして無事その石を持ち帰った

のです。その故事から、ひとつも傷つけることなく元に戻すことを「完璧」と言うようになりました。 

もちろん世の中に完璧なものなどありません。足りないところを互いに補い合っていくのが社会です。こと

わざの「旅は道連れ、世は情け」です。この原稿を書きながら「推敲」という故事成語でしめくくります。 

 

 

あなたはひとりじゃない！ ～ 一人で悩まないで ～    

あなたの身の周りに起きている心配ごと、困りごとをどうしていますか？たとえば子どもの         

ことや家族のこと、仕事のことや将来の不安、DVなどがそうです。 

友達や家族、公的機関などに相談するのは良しとして「他の人に知られたくない」、「相談するところが解

らない」などと考えてじっと我慢している方、いらっしゃいませんか？もしかすると解決する方法はあるかも。

解決とまではいかなくても一筋の光が見えるかもしれませんし話すだけでも気持ちが楽になるかもしれませ

ん。どうか一人で抱え込まないで欲しいというのが私たちのメッセージです。まず下記までお気軽にお電話

ください。また三宅町人権センター２階相談室で面接相談も行っていますのでご利用ください。（要予約） 

プライバシーは厳守いたします。安心してご連絡ください。 

 

     

 

 

 

 

答え：上から４行目の左から２列目「体」です。 

三宅町人権相談窓口 

奈良県磯城郡三宅町屏風 250-21 三宅町人権センター内 

電話/Ｆａｘ 0745-42-2221  相談日 毎水曜日 （11時～16時） 

URL http://www.nponara.or.jp 

人権相談  

よもやま話  


